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おいしいお米になりますように！
    （横山小学校で田植え）



Tome 2

納付書で納付の
対象者

年金天引きの
対象者

月

－仮徴収保険料（１５日）４月

－－５月

－仮徴収保険料（１３日）６月

第１期（７月３１日）－７月

第２期（９月１日）仮徴収保険料（１５日）８月

第３期（９月３０日）－９月

第４期（１０月３１日）確定後の保険料（１５日）１０月

第５期（１２月１日）－１１月

第６期（１月５日）確定後の保険料（１５日）１２月

第７期（２月２日）－１月

第８期（３月２日）確定後の保険料（１３日）２月

第９期（３月３１日）－３月

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
、
　

歳
以
上
の
人
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
　
歳

７５

６５

以
上
の
人
を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
（
長
寿
医
療
制
度
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
の
保
険
料
の
納
付
方
法
と
納
付
時
期
に
つ
い

２０

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
受
給
し
て
い
る
年
金

の
額
な
ど
に
よ
っ
て
納
付
書
で
納

め
る
（
普
通
徴
収
）
人
と
、
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る（
特
別
徴
収
）

人
に
分
か
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
原
則
と
し
て
、
平
成

　
年
　
月
末
現
在
、　

歳
以
上
の

１９

１０

７５

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
年
額

　
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て

１８い
る
人
を
年
金
天
引
き
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
は

　
　
月
か
ら
で
す
。

１０
　
《
注
意
》
　
７
月
お
よ
び
　
月
か

１０

　
ら
納
付
書
で
納
付
開
始
の
人
で

　
も
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

　
は
、　

月
か
ら
年
金
天
引
き
の

１０

　
対
象
者
と
な
る
予
定
で
す
。

　
▼
年
額
　
万
円
以
上
の
年
金
を

１８

　
受
給
し
て
い
る
人
で
、
介
護
保

　
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
料
の
合
計
額
が
、
年
金
受
給
額

　
の
２
分
の
１
以
下
の
場
合
。

　
※
該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
中

　
旬
に
送
付
す
る
納
入
通
知
書
で

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

纂
そ
の
他

　
▼
４
月
以
降
、　

歳
に
な
る
人

７５

　
は
、
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
納
付

　
開
始
。
た
だ
し
、
保
険
料
が
確

　
定
す
る
前
の
４
月
か
ら
６
月
生

　
ま
れ
の
人
に
つ
い
て
は
、
保
険

　
料
確
定
後
の
７
月
か
ら
の
納
付

　
開
始
と
な
り
ま
す
。

　
※
誕
生
月
の
翌
月
に
、
保
険
料

　
納
入
通
知
書
と
納
付
書
を
送
付

　
し
ま
す
。
今
年
度
の
保
険
料
対

　
象
期
間
は
、
誕
生
日
の
属
す
る

　
月
か
ら
平
成
　
年
３
月
ま
で
と

２１

　
な
り
ま
す
。
３
月
ま
で
の
残
り

　
の
納
期
で
１
期
当
た
り
の
保
険


年
金
か
ら
天
引
き


納
付
書
で
納
め
る

纂
７
月
か
ら
納
付
開
始
の
人

　
▼
平
成
　
年
　
月
末
現
在
、　

１９

１０

７５

　
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

　
者
で
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額

　
が
年
額
　
万
円
未
満
の
人

１８

　
▼
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な

　
ど
）
の
本
人
だ
っ
た
人

　
▼
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年

　
間
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

　
超
え
る
人

纂
　
月
か
ら
納
付
開
始
の
人

１０
　
▼
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な

　
ど
）
の
扶
養
だ
っ
た
人

　
※
激
変
緩
和
措
置
【
表
１
】
が

　
取
ら
れ
て
い
る
た
め
、　

月
か

１０

　
ら
の
納
付
と
な
り
ま
す
。
７
月

　
中
旬
に
納
入
通
知
書
と
納
付
書

備考
減額後の保険料（年額）

減額などの措置期間
均等割額所得割額

全額凍結０円０円平成２０年４月～９月

５％賦課1,900円０円平成２０年１０月～２１年３月

半額賦課19,300円０円平成２１年４月～２２年３月

【表１】保険料負担の激変緩和措置

【保険料の納期と納期限】

◆年金天引きの対象者＝４・６・８月の保険料額

は、平成１９年所得確定前のため、仮徴収額となっ

ています。所得確定後、７月中旬に年間保険料納

入通知書を送付します。１０・１２・２月の保険料額

は、年間保険料額から３回分の仮徴収保険料額を

差し引いて、残額を３回で割った額となります。

◆納付書で納付の対象者には、７月中旬に年間保

険料納入通知書と納付書を送付します。

　
料
額
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
▼
　
～
　
歳
の
人
で
身
体
な
ど

６５

７４

　
に
障
害
が
あ
り
、
後
期
高
齢
者

　
医
療
制
度
の
障
害
認
定
を
受
け

　
た
人
に
つ
い
て
は
、
申
請
日
の

　
属
す
る
月
か
ら
保
険
料
が
算
定

　
さ
れ
ま
す
。
納
入
通
知
書
と
納

　
付
書
は
、
認
定
後
に
随
時
送
付

　
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
▼
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

　
市
内
金
融
機
関
で
の
手
続
き
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課

　
国
民
健
康
保
険
税
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
３

２２

保
険
料
の
納
め
方

年
金
天
引
き
の
対
象
者

納
付
書
で
納
付
の
対
象
者

　
平
成
　
年
　
月
か
ら
　
年
４
月

１９

１１

２０

１
日
ま
で
に
　
歳
に
な
っ
た
人
は
、

７５

納
付
書
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
現
在
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
対
象
者
で
、
保
険
料
を

納
付
書
で
納
付
す
る
人
に
は
、
４

月
下
旬
に
納
期
な
ど
を
記
載
し
た

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
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本
人
確
認
が
必
要
な

手
続
き

カウンセラーによる
教育相談を行っています

　市教育研究所では、不登校・いじめなどの子どもにか

かわる悩みを抱えている人のために、専門のカウンセ

ラーを配置して教育相談を行っています。

　電話での相談もできますので、一人で悩まずにご相談

ください。

【相談日時】

相談時間相　談　日

９：５０

１０：５０

１１：５０

１３：５０

１４：５０

１５：５０

～

～

～

～

～

～

9：00

10：00

11：00

13：00

14：00

15：00

①

②

③

④

⑤

⑥

２６日（月）５月

３日（火）

６月
１０日（火）

１７日（火）

２４日（火）

１日（火）

７月 ８日（火）

１５日（火）

「精神保健入門講座」
受講者募集

　市では、こころの健康づくりを応援するために、精神

保健入門講座を開催します。こころの病気、障害に対す

る理解を深めて、こころ豊かに暮らしていきましょう。

　どなたでも受講できます。気軽にご参加ください。

【プログラム】　４回シリーズ

　今回は、最近増えているといわれる身近な病気である

「うつ病」をテーマにした研修です。

【場所】　市役所登米庁舎　２階会議室

【時間】　午前１０時～１１時４５分

【募集人員】　２０人（先着順）

【申込方法】　電話

【申込期限】　６月４日（水）

【申し込み・問い合わせ】

　市民生活部健康推進課　地域保健係

　緯 0220（58）2116

内　　　容開催日回

・開講式
・講話「こころの病気を知ろう」
　講師＝国見台病院　小田康彦先生

６月１９日
（木）

１

・話し合い、ストレスチェック
　「自分の気持ちを見つめてみよう」
・いろいろな精神保健福祉サービスの紹介

７月２日
（水）

２

・講話「気持ちを大切に伝えよう」
　講師＝家族相談士　加藤美香先生

７月１６日
（水）

３

・話し合い「こころの健康のために　こんなふう
　に暮らしていこう」
・閉講式（３回以上参加した人に受講証を交付）

７月２９日
（火）

４

戸
籍
の
届
出
、

証
明
書
な
ど
の
交
付
請
求
に
は

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す

　
戸
籍
の
届
出
を
す
る
と
き
や
証

明
書
を
取
得
す
る
と
き
に
、
写
真

付
き
の
確
認
書
類
に
よ
る
「
本
人

確
認
」
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
第
三
者
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
戸
籍
の
虚
偽
の
届
出

を
し
た
り
、
住
民
票
や
そ
の
他
証

明
書
を
不
正
に
取
得
し
た
り
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
な
ど
、
市
民
皆

さ
ん
の
個
人
情
報
保
護
の
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
戸
籍
届
、
住
民
異
動
届
、
戸
籍

謄
抄
本
・
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

請
求
の
際
に
は
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
本
人
確
認

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
ど
の
行
政
証
明
書
の
交
付
請

　
求

　
①
婚
姻
届
、
離
婚
届
、
養
子
縁

　
組
届
、
養
子
離
縁
届
、
認
知
届

　
②
転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
、

　
世
帯
変
更
届

　
③
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
の
写

　
し
、
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

　
項
証
明
書
、
各
種
税
証
明
、
臨

　
時
運
行
許
可
証
、
身
分
証
明
書

　
①
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真

　
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
あ
る

　
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
１
種

　
類
を
提
示

　
▼
運
転
免
許
証

　
▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
▼
パ
ス
ポ
ー
ト
　
な
ど

　
②
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

　
類
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

　
次
の
う
ち
２
種
類
を
提
示

　
▼
健
康
保
険
者
証

　
▼
年
金
手
帳

　
▼
国
民
年
金
証
書

　
▼
介
護
保
険
者
証
　
な
ど

　
③
職
員
に
よ
る
聞
き
取
り
な
ど

　
に
よ
り
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
市
民
生
活
部
市
民
生
活
課

　
戸
籍
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
８

５８

　
▼
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
市
民
福
祉
係

本
人
確
認
の
方
法

【場所】　市視聴覚センター　２階教育相談室

【相談方法】　面接、電話

　※いずれの場合でも予約が必要です。

【予約時間】　月曜から金曜日まで（祝日を除く）の午前

　８時３０分から午後３時まで

【相談専用電話】　緯 0220（22）8125

【予約先・問い合わせ】

　市教育研究所

　緯 0220（22）8029

※８月以降については、後日お知らせします。



Tome 4

定　員場　　所開催日回

各回３０人中田子育て支援センター

６月６日（金）第１回

７月１１日（金）第２回

９月９日（火）第３回

11月11日（火）第４回

１月３０日（金）第５回

内　　　容時　間

協力会員としての心構え ９：３０～１０：４０

子どもの心と身体の発達について１０：４５～１１：５５

昼　　食１２：００～１３：００

子どものあそび１３：０５～１４：１５

子どもの事故・事故防止・応急手当について１４：２０～１５：３０

【開催日時】　表１のとおり

　※第１回は６月６日（金）

　午前９時３０分～午後３時３０分

【場所】　中田子育て支援センター

【内容】　表２のとおり

【募集人員】　３０人（先着順）

【申込方法】　電話またはファクシミリ

　※ファクシミリの場合は、住所、氏

　名、電話番号を記入の上、協力会員

　講習会参加希望と明記してください。

【申込期限】　各開催日の３日前

　※第１回は６月３日（火）

【表１】講習会開催年間予定表

協　力　会　員　講　習　会

　７月のサービス開始に向けて、協力会員を募集します。

　協力会員として登録を希望する人には、講習会を受講していただきます。今年度５回開催する講習

会（内容は同じ）のうち１回を受ければ、協力会員として登録することができます。

【表２】講習会の内容

※昼食は持参するなど、各自でとってください。

興利用会員・協力会員は全員、補償保険制度に加入します

　登米ファミリー・サポート・センターでは、会員の皆さんが安心してサービスを利用または活動に参加

できるよう、万一に備えて補償保険に加入します。

　預けられる子どもも対象となり、補償保険に加入するための会員の個人負担はありません。

興保育サービス利用の手続き

①利用会員が、登米ファミリー・サポート・センターに連絡します。

②登米ファミリー・サポート・センターでは、保育サービスが行える協力会員を調整して、利用会員に連

　絡します。

③利用会員と協力会員が事前に面談して、必要な保育サービスの内容や実費負担の確認を行います。

④保育サービスが行われ、利用会員から協力会員に直接、報酬などを支払っていただきます。

興保育サービス・援助活動の時間と報酬

纂月曜から金曜日までの午前７時から午後７時まで　　１時間当たり600円

纂土曜・日曜・祝日・上記の時間以外　　　　　　　　１時間当たり700円

※原則として１回につき１時間以上で、以降３０分単位で計算します。
※おやつや食事、紙おむつなどの実費は、別途利用会員の負担となります。

興利用できる保育サービス・援助活動の主な内容

纂保育所、幼稚園、学校、学童の開始時間までや終了後の送迎または預かり

纂保護者や兄弟姉妹の通院、冠婚葬祭、学校行事などのときの子どもの預かり

※保育サービスには、宿泊は含まれません。

登米ファミリー・サポート・
センター事務局
（中田子育て支援センター内）
緯 0220（34）3505
胃 0220（35）1557

申し込み・問い合わせ
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利用会員と協力会員を募集します

　「子育ての援助を受けたい人（利用会員）」と「子育ての援助がで

きる人（協力会員）」がそれぞれ会員登録をして、用事があるときな

どに、相互の信頼関係のもとに子どもを預けたり預かったりする地

域ぐるみの子育て支援活動を有料で行う事業です。

　市では、７月からの事業開始を目指して準備を進めており、利用

会員と協力会員を募集します。

　※利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。

ファミリー・サポート事業とは

平成20年度　登米ファミリー・サポート事業

電話番号所　在　地支援センター名

0220（22）2524迫児童館内迫町佐沼字錦108番地迫子育て支援センター

0220（52）2246登米児童館内登米町寺池桜小路６番地登米子育て支援センター

0220（42）2230ちびっこ友遊館・まいや内東和町米谷字石橋２６番地１東和子育て支援センター

0220（34）3505中田町上沼字大柳117番地１中田子育て支援センター

0225（76）4731豊里健康管理センター内豊里町土手下６７番地１豊里子育て支援センター

0220（55）5133よねやま保育園内米山町西野字古舘廻５６番地３米山子育て支援センター

0228（34）3110石越保健センター内石越町南郷字矢作130番地１石越子育て支援センター

0220（58）5558市役所南方庁舎内南方町新高石浦130番地南方子育てサポートセンター

0225（68）3363津山林業総合センター内津山町柳津黄牛田高畑５２番地津山子育て支援センター

利 用 会 員

纂資　　格：市内に居住または勤務している人で、おおむね生後２カ月から小学生までのお子さんを養育

　　　　　　している人。事前登録が必要です。

纂登録方法：登米ファミリー・サポート・センター事務局（中田子育て支援センター内）または各子育て

　　　　　　支援センター備え付けの登録申請書に、必要事項を記入・押印の上、申し込んでください。

纂申請受付：６月２日（月）から

纂申 請 先：登米ファミリー・サポート・センター事務局（中田子育て支援センター内）または各子育て

　　　　　　支援センター

纂資　　　格：市内に居住している心身ともに健康な２０歳以上（学生は除

　　　　　　　く）の人で、自宅で安全に子どもを預かることができる人。

　　　　　　　また、保育士などの資格を有するか、市が開催する講習会

　　　　　　　を受講した人。事前登録が必要です。

纂講習会日程：右のページをご覧ください。

協 力 会 員
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６
月
６
月
のの

歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

【
日
時
】
　
６
月
２
日
（
月
）

　
▼
妊
婦
歯
科
相
談
＝
午
前
９
時

　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
▼
一
般
歯
科
相
談
＝
午
後
１
時

　
～
４
時

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
相
談
室
１

阿部　 光  紗 ちゃん
み すず

（豊里町山根・和幸さん）

安部　 愛  斗 くん
あい と

（豊里町横町・裕道さん）

※（　）内には申し出が

あった保護者の名前を掲

載しています。

４月 ２ ５日の
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった子は、
市内２地区で
５          人中３人でした

齋藤　 歩 くん
あゆむ

（津山町本町一丁目・香さん）

【
そ
の
他
】
　
相
談
は
無
料
で
、
予

　
約
制
で
す
。
健
康
推
進
課
の
歯

　
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

皆
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板
 死

　
給
食
費
は
、
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
食
材
の
購
入
費
の
み
で
、

給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
の
人
件
費
や

光
熱
水
費
は
、
開
設
者
で
あ
る
市

が
負
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
給
食
は
、
体
の
栄
養
だ
け
で
は

な
く
、
心
の
栄
養
を
は
ぐ
く
む
手

段
や
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
に
納
付

１８

者
の
利
便
を
拡
大
す
る
た
め
に
、

口
座
振
替
に
よ
る
給
食
費
の
納
入

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

年
１９

度
か
ら
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
も
導

入
し
、
い
つ
で
も
納
め
ら
れ
る
体

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
納
付
方
法
を
導
入
し
た
以
降
も
、

　
％
以
上
の
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者

９５の
人
に
は
、
納
期
ま
で
に
納
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

未
納
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
理
由
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、

納
期
ま
で
し
っ
か
り
と
納
入
さ
れ

て
い
る
保
護
者
と
著
し
く
均
衡
を

欠
く
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
、
児

童
生
徒
が
公
共
料
金
は
支
払
わ
な

く
て
も
い
い
の
だ
と
い
う
よ
う
な

考
え
を
持
つ
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
未
納
へ
の

対
策
を
強
化
し
、
毎
月
、
電
話
で

の
督
促
（
　
年
度
か
ら
は
、
各
小
・

１９

中
学
校
か
ら
も
連
絡
）
を
行
う
と

と
も
に
、
文
書
で
の
督
促
も
繰
り

返
し
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
納
入
で
き
る
状
況
で
あ

る
の
に
納
入
の
意
思
が
確
認
さ
れ

な
い
悪
質
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
支
払
督
促
申
立
を
行
い
、

強
制
執
行
（
差
し
押
さ
え
）
の
手

続
き
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
６
７
９

３４

未
納
対
策
を
強
化
し
、
毎

月
、
電
話
で
の
督
促
を
行

　
現
在
、
登
米
市
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
は
、
世
帯
に
１
枚
ご
と

の
交
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
社
会
保
険
な
ど
で
は
、

カ
ー
ド
化
に
よ
る
世
帯
個
人
ご
と

の
保
険
証
交
付
が
進
ん
で
い
ま
す
。

県
内
の
国
民
健
康
保
険
（
保
険
者

＝
市
町
村
）
で
は
、
平
成
　
年
　

１９

１０

月
か
ら
仙
台
市
・
石
巻
市
・
大
崎

市
の
３
市
が
カ
ー
ド
化
に
よ
る
個

人
ご
と
の
保
険
証
交
付
を
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
市
町
村
で

は
、
登
米
市
同
様
従
来
の
紙
に
よ

る
世
帯
ご
と
１
枚
の
保
険
証
交
付

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
カ
ー
ド
化
の
検
討
段
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。
登
米
市
国
保
も

　
年
度
以
降
早
い
時
期
の
カ
ー
ド

２０化
導
入
を
目
指
し
、
個
人
ご
と
交

付
の
実
現
に
向
け
検
討
中
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
６

５８

学
校
給
食
費
の
未
納
は
、

全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ

ＱＡ
て
い
ま
す
。
払
わ
な
い
理
由
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
支

払
い
の
義
務
を
果
た
し
て
も
ら
う

よ
う
強
固
な
方
法
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
大
き
く
言
う
と
、
無

銭
飲
食
と
同
じ
で
す
。
匿
名
希
望

う
と
と
も
に
、
文
書
で
の
督
促
も

繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。
悪
質

な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
支
払
督

促
申
立
を
行
い
、
強
制
執
行
（
差

し
押
さ
え
）
の
手
続
き
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
ま
す
。

匿
名
希
望

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

は
、
世
帯
の
個
人
ご
と
に

Ｑ
交
付
で
き
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
平
成
　
年
度
以
降
早
い
時

２０

期
の
カ
ー
ド
化
導
入
を
目

指
し
て
、
個
人
ご
と
交
付
の
実
現

に
向
け
検
討
中
で
す
。
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【
期
間
】
　
６
月
　
日
（
木
）
ま
で

２６

【
時
間
】

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
３０

【
場
所
】
　
市
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン

　
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

【
題
材
】
　

　
①
伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然

　
②
伊
豆
沼
・
内
沼
に
か
か
わ
る

　
人
々

【
入
館
料
】
　
無
料

【
休
館
日
】
　
月
曜
日

【
問
い
合
わ
せ
】

　
▼
市
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン
ク

　
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
１
１
１

２８

　
▼
市
民
生
活
部
環
境
課

　
環
境
政
策
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
５
５
３

５８

農
業
者
年
金
現
況

農
業
者
年
金
現
況
届届

受
け
付
け
の
お
知
ら

受
け
付
け
の
お
知
ら
せせ

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
下
旬
に
、
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
受
給
者
へ
現
況
届
出
用
紙

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
記
入
の
上
、
最
寄
り

伊
豆
沼
・
内
沼
の
自

伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然然

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
トト

入
選
作
品

入
選
作
品
展展

　
北
上
川
の
堤
防
除
草
で
発
生
す

る
刈
り
草
（
ロ
ー
ル
状
）
を
無
償

で
提
供
し
ま
す
。

【
刈
取
作
業
予
定
】

　
6
月
上
旬
～
7
月
中
旬

【
作
業
場
所
】

　
岩
手
県
境
～
柳
津
大
橋

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
注
意
事
項
】
　
積
み
込
み
、
運
搬

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。
家

　
畜
の
餌
と
し
て
使
用
し
、
家
畜

　
が
体
調
不
良
に
な
っ
て
も
責
任

　
は
負
い
か
ね
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

　
米
谷
出
張
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
５
４

４２

刈
り
草
（
ロ
ー
ル
状
）
を

無
償
で
提
供
し
ま
す

の
農
業
委
員
会
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
間
】
　

　
６
月
２
日
（
月
）
～
　
日
（
月
）

３０

【
提
出
先
】

　
各
農
業
委
員
会
事
務
所

　（
各
総
合
支
所
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
農
政
総
務
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
３
１
７

３４

　
分
～
午
後
４
時
▼
８
日
＝
午
前

　
９
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

　
中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
　
▼
絵
画
・
写
真
・
書
道
・

　
陶
芸
な
ど
の
作
品
展
示
▼
お
茶

　
会
コ
ー
ナ
ー
▼
は
っ
と
コ
ー

　
ナ
ー
▼
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

　（
７
日
午
前
　
時
か
ら
）
な
ど

１０

【
入
場
料
】
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
文
化
協
会

　（
事
務
局
＝
教
育
委
員
会
生
涯

　
学
習
課
文
化
振
興
・
文
化
財
保

　
護
係
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
６
９
８

３４

▲素晴らしい作品をご覧ください

第
２
回
登
米
市
民
文
化
祭

　
～
展
示
発
表
の
部
～

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
文
化
協

会
会
員
、
迫
養
護
学
校
児
童
・
生

徒
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
の

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】

　
６
月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）

【
時
間
】
　
▼
７
日
＝
午
前
９
時
　３０

▲ ▼昨年の登
米市民文化祭
の様子

　タバコは自分のみならず、家族や周囲の人の健康も害

してしまいます。ＷＨＯが定めた「世界禁煙デー」の５

月３１日から６月６日までの１週間は、禁煙週間です。タ

バコと健康について考える機会として、禁煙にチャレン

ジしてみませんか？

◆禁煙を始めるには・・・

　算タバコ、ライター、灰皿を捨てる吸いたくても吸えない状況を作

　りましょう。

　算禁煙の理由を確認する「病気になりたくない」「家族の健康によく

　ない」など、禁煙の理由をしっかりと確認しておくことが大切です。

　算周りに宣言する禁煙を宣言することで、周りの人の協力が得られ

　ます。

　算タバコの代わりになるものを見つけておくタバコを吸いたいとい

　う衝動が起こったときのために、タバコの代わりになるものを見つけ

　ておきましょう。例えば、ガムをかむ、あめをなめる、歯を磨く…など。

自分と家族の健康のために禁煙を始めましょう

5月31日は世界禁煙デー
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発
行
日
　
平
成
2
0
年
５
月
2
1
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

　
　
　
　
№
7
6
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
2
1
日
号

休日急患当番医
　緯 0220（22）2084（医師会）

緯 0220（52）2175登米町登米診療所６/１

産診療時間　９：００～１７：００
産休日・夜間診療案内
　緯 0229（24）2267（24時間）

歯科休日当番医

緯 0220（52）2175登米町登米診療所６/１

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課  緯 0220（58）2116 

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

　
横
山
小
学
校
で
５
月
７
日
、

４
年
生
以
上
の
児
童
が
参
加
し

て
、
学
習
田
の
田
植
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
め
て
田
植
え
を

す
る
４
年
生
は
、
泥
に
足
を
取

ら
れ
て
な
か
な
か
前
へ
進
む
こ

と
が
で
き
ず
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

▼
今
回
、
横
山
小
学
校
の
田
植

え
の
様
子
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
登
米
市
に
住

ん
で
い
な
が
ら
、
実
は
田
植
え

を
し
た
こ
と
が
な
い
わ
た
し
。

毎
年
、
今
年
こ
そ
は
田
植
え
体

験
を
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
も

未
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
▼

横
山
小
学
校
の
皆
さ
ん
、
秋
に

は
お
い
し
い
お
米
が
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。
（
千
葉
）

「モバイルとめ」もご利用ください。

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

編
集
室
か
ら

【
内
容
】

　

若
者
無
業
者
（
ニ
ー
ト
）
の

　
就
労
・
自
立
に
関
す
る
セ
ミ

　
ナ
ー
（
午
前
　
時
～
　
時
）

１０

１１

　
▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で

　
き
ま
す
（
予
約
不
要
）

　

個
別
相
談
会
（
午
前
　
時
　

１１

３０

　
分
～
午
後
４
時
　
分
）

３０

　
▼
対
象
＝
若
者
無
業
者
（
ニ
ー

　
ト
）、
そ
の
保
護
者
な
ど
（
要
予

　
約
）

【
費
用
】
　
無
料

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】

　
６
月
　
日
（
水
）
午
後
５
時

１１

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン

　
緯
0
2
2
9
（
　
）
7
0
2
2

２１

第
　
回
む
し
歯
予
防

青
空
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
６
月
４
日
か
ら
「
歯
の
衛
生
週

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
登
米
市
歯

科
医
師
会
と
登
米
市
歯
科
衛
生
士

会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
青
空
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
　
６
月
７
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
　
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
佐
沼

　
店
　
東
側
テ
ン
ト
広
場

【
内
容
】
　
歯
科
検
診
、 口
  腔
 衛
生

こ
う
 く
う

　
指
導
（
歯
ブ
ラ
シ
指
導
な
ど
）、

　
口
の
健
康
相
談
、
フ
ッ
素
洗
口
、

み
や
ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
前
相
談
会

　
若
者
無
業
者
（
ニ
ー
ト
）
の
職

業
意
識
の
啓
発
や
社
会
適
応
支
援

の
一
環
と
し
て
、
登
米
市
内
居
住

者
を
対
象
と
し
た
出
前
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
　
６
月
　
日
（
木
）

１２

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
分

１０

３０

【
場
所
】
　
県
登
米
合
同
庁
舎

　
保
健
所
３
階
会
議
室

「
人
権
相
談
所
」

特
別
開
設
の
お
知
ら
せ

　
６
月
１
日
は
「
全
国
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、

全
国
各
地
で
人
権
思
想
の
普
及
と

高
揚
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
登
米
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
も
市
内
３
カ

所
に
「
人
権
相
談
所
」
を
設
け
て
、

人
権
擁
護
委
員
３
人
と
仙
台
法
務

局
登
米
支
局
職
員
が
相
談
に
当
た

り
ま
す
。
交
通
事
情
な
ど
で
来
場

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
電
話
で

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ど
こ
の
相
談
所
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　
※
３
会
場
共
通

　
６
月
２
日
（
月
）

　
午
前
　
時
～
午
後
5
時

１０

【
場
所
・
相
談
用
電
話
番
号
】

　

米
谷
公
民
館
〔
東
和
町
〕

　（
日
本
間
１
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
０
６

５３

　

米
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　
タ
ー
（
日
本
間
・
農
事
研
修
室
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
４
２
６

５５

　

津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
集
会
室
・
運
動
指
導
室
）

　
緯
０
２
２
５
（
　
）
５
０
１
１

６１

纂
登
米
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日
の
午

前
　
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
仙

１０
台
法
務
局
登
米
支
局
で
人
権
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
仙
台
法
務
局
登
米
支
局

　（
登
米
市
登
米
町
寺
池
桜
小
路

　
　
番
地
２
）

７０
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
７
０

５２

　
口
の
体
験
学
習
（
虫
歯
菌
の
観

　
察
）
な
ど

【
費
用
】
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
津
山
歯
科
診
療
所

　
緯
０
２
２
５
（
　
）
３
２
４
４

６８

▲昨年の青空キャンペーンの様子

　
小
・
中
・
高
等
部
の
児
童
生
徒

の
競
技
や
演
技
の
ほ
か
、
地
域
の

皆
さ
ん
や
同
窓
生
が
参
加
で
き
る

種
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　
５
月
　
日
（
日
）

２５

　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

【
場
所
】
　
県
立
迫
養
護
学
校
校
庭

　（
雨
天
時
は
体
育
館
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
県
立
迫
養
護
学
校

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
９
４
８
４

２２

迫
養
護
学
校
運
動
会
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